
　講師は豊浦町礼文華出身の向井真也さんで
す。向井さんは生まれ育った豊浦町の子どもた
ちのために、自分に何かできることをしたいと
の想いがあり、昨年度からホウカGO ！に来て
くださっています。

　ゲームの進行とアドバイザー役は向井さん
です。
　子どもたちは２～３人でチームを作り、大
人も参戦しました。
　９周でゲームが終了するため、チームで話
し合いをしながら先を見通してお金を上手に
運用できるかがポイントとなります。
　子どもたちはお金が減らないようにと「働
く」「貯金する」をしたがります。その方法で
も地道に積み重ねた結果１位になることもあ
りますが、お店や株を思い切って持ち、利益と
なって自分に返ってくる方法で、その倍ほど
の結果を残すことも。高学年になると、サイコ
ロの確率などに気づいたり、順番がくる回数
を考え、ゲームに勝つための戦略を練ること
ができていました。
　向井さんによる座学も行ってもらい、「貯
金」と「投資」の違いなどわかりやすく教えて
いただきました。お金の使い方には選択肢が
あることも体験できました。

毎週の活動はSNSでご覧いただけます。
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「投資ゲーム」で学ぼう

◆７歳から学べる投資ゲーム◆
　「働く」「貯金する」「貯金をおろす」「お
店をつくる」「株を買う」の中からどれか
一つを順番がくるたびに選択し、サイコロ
をふって出たマークによって得られるお金
が増減します。最後はどのくらい手持ちの
お金が残っているかを競うゲームです。

8 広報とようら　−令和 7年 1月号−


